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本資料では、「モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジあり）」を「為替ヘッジあり」、「モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン
（為替ヘッジなし）」を「為替ヘッジなし」、「モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジあり）予想分配金提示型」を「（為替ヘッジあり）予想分配金提
示型」、「モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）予想分配金提示型」を「（為替ヘッジなし）予想分配金提示型」、ならびにこれらを総称して
「モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン」または「当ファンド」、また略称の「グロプレ」ということがあります。
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平素より、グロプレをご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。グロプレは、世界各国の株式のうち、
高いブランド力、有力な特許、強固な販売網など、競争優位の無形資産を裏付けに、持続的にフリー・
キャッシュフローを増大させることが期待される「プレミアム企業」に投資を行います。2022年初来の先進
国株式市場は、インフレの高止まりを背景とした利上げペースの加速懸念やロシアのウクライナへの軍事侵
攻による地政学リスク等を背景に、値動きの荒い展開が続いています。本資料ではこうした、不透明感漂う
投資環境下において、プレミアム企業に集中投資を行うことにより、中長期的な値上がり益の獲得を目指す
ファンドであるグロプレの魅力についてご紹介いたします。

本資料でお伝えしたい3つのポイント
Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

マクロ環境の動向 ～マーケットの2つの変化～

重要となる価格決定力のある企業の選別

プレミアム企業という選択肢

2021年末以降、これまで相場をけん引してきたグロース株式中心に株価は下落基
調にあります。インフレの高止まりを背景に、米国においては利上げペースの加速
等が懸念されており、株式市場には不透明感が漂っていると考えられます。

企業にとってインフレは、製品を作るための原材料や輸送費等のコスト上昇につな
がるため、利益を圧迫する要因になり得ます。その場合、企業はコストの上昇分を
販売価格に転嫁（値上げ）できなければ、利益が減少してしまうため、利益の減少
を防ぐためには値上げが不可欠であり、インフレ環境下での株式投資においては
価格決定力のある企業の選別が重要になると考えられます。

当ファンドの保有銘柄を見ると、知名度が高い、あるいは日常生活でよく使われる
ブランドを有するなど、馴染み深い銘柄が多いことがわかります。簡単に真似でき
ないブランド力や、替えのきかないネットワークを確立した企業には価格決定力が
あるため、景気や市場環境に左右されにくく、着実に利益を増加させることが可能
だと考えられます。

1

 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。
市況の変動等により方針通りの運用が行われない場合があります。

https://www.am.mufg.jp/lp/msgp_10th
10周年記念特設サイト公開中！

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。

https://www.am.mufg.jp/lp/msgp_10th/
https://www.am.mufg.jp/lp/msgp_10th
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Ⅰ マクロ環境の動向 ～マーケットの2つの変化～

1、不透明感漂う株式市場

2、高まるインフレ懸念

リーマン・ショック以降、グロース株式中心に株価は上昇しました。 特に、コロナ・ショック以降は
金利の一段の低下等を背景に、グロース株式の上昇が加速しました。一方で、2021年末以降は、金利
の上昇等を背景に株価が下落基調にある等、足元では不透明感が漂っていると考えられます。

先進国株式と各ファクター指数のパフォーマンス、米国10年国債利回り

出所：Datastreamのデータを基に三菱UFJ国際投信作成 期間：2008年12月31日～2022年2月24日、日次
・先進国株式はMSCI ワールド インデックス、バリュー株式はMSCI ワールド バリューインデックス、グロース株式はMSCI ワールド グロースインデックス
（いずれも税引き後配当込み米ドルベース）を使用しています。指数については、「本資料で使用している指数について」をご覧ください。
・計測期間が異なる場合は結果も異なる点にご注意ください。

需給逼迫やロシアの軍事侵攻によるウクライナ情勢悪化に伴う原油高等を背景に、インフレが高止まり
しています。米国においては、2022年1月の消費者物価指数（総合、前年同月比）が+7.5％と40年ぶ
りの高水準になる等、市場ではインフレ抑制に向けた利上げペースの加速が懸念されています。

出所：Datastreamのデータを基に三菱UFJ国際投信作成
期間：2012年1月～2022年1月、月次
・コアは食品、エネルギー除く

米国 消費者物価指数（CPI、前年同月比） 米国 長短金利

2

開始日=100として指数化（除く、米国10年国債利回り）
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出所：Datastreamのデータを基に三菱UFJ国際投信作成
期間：2012年1月2日～2022年２月24日、日次
・長短金利差は、米国10年国債利回り-米国2年国債利回り

利上げペースの加速
懸念等を背景に、
長短金利差は足元

急速に縮小

＋7.5%

 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。
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企業にとってインフレは、製品を作るための原材料や輸送費等のコスト上昇につながるため、利益を
圧迫する要因になり得ます。その場合、企業はコストの上昇分を販売価格に転嫁（値上げ）できなけ
れば、利益が減少してしまうため、利益の減少を防ぐためには値上げが必要になります。一方で、
すべての企業が値上げを実行できるわけではないと考えます。なぜなら、企業や製品のブランド力や
マーケットシェアなど、総合的な競争優位性を背景とした「価格決定力」が無ければ、顧客離れを引
き起こしてしまい、結果として売上の減少につながると考えるからです。実際に過去のインフレ局面
においては、コストの上昇もしくは売上の減少を背景に米国株式全体で見ると粗利益率は減少傾向に
ありました。インフレの高止まりが懸念される環境下での株式投資においては、「価格決定力」を有
する企業の選別が重要になると考えられます。

米国 消費者物価指数（CPI総合、前年同月比)と
米国株式（S&P500指数）の粗利益率

Ⅱ重要となる価格決定力のある企業の選別

インフレの高止まりを警戒し、米国においては利上げペースの加速が懸念されています。イールド・
カーブのベア・フラット化による長短金利差の逆転は、リセッション（景気後退）の前兆とも言われて
おり、市場サイクルの転換点に向けて株式投資においてはリスクへの備えも必要だと考えられます。
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はありません。

足元はPER（株価収益率）主導で
株価が下落

出所：Datastreamのデータを基に三菱ＵＦＪ国際投信作成
期間：2007年12月～2022年1月、月次
・先進国株式はMSCI ワールド インデックス（米ドルベース）を使用してい
ます。・成長率は前年同月比。・指数については、「本資料で使用している
指数について」をご覧ください。・計測期間が異なる場合は結果も異なる点
にご注意ください。

粗 利 益 率 と は 、 売 上 高 に 対 す る 売 上 総 利 益
（ 売 上 高 － 売 上 原 価 ） の 割 合 の こ と 。
一般に、代替商品やサービスの選択肢が多い分野
では価格競争が加熱するため、ブランド力のある
商 品 や 付 加 価 値 の 高 い 商 品 を 扱 っ て い る
価格決定力のある企業ほど粗利益率は相対的に大
きくなる傾向にあると考えられます。

出所：Bloombergのデータを基に三菱ＵＦＪ国際投信作成 期間：1990年1月～2022年1月、月次
・指数については、「本資料で使用している指数について」をご覧ください。
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インフレが高進する環境下では、
過去において米国企業の粗利益率は

減少傾向に

 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。

・ブル・スティープ化：短期金利が低下し、イールド・カーブの傾きが急になること。
・ベア・スティープ化：長期金利が上昇し、イールド・カーブの傾きが急になること。
・ベア・フラット化：短期金利が上昇し、イールド・カーブの傾きが緩やかになること。
・ブル・フラット化：長期金利が低下し、イールド・カーブの傾きが緩やかになること。
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Ⅲ プレミアム企業という選択肢

プレミアム企業とは？
当ファンドにおいてのプレミアム企業 高いブランド力、有力な特許、強固な販売網など、競争優位の無形資産を裏付けに、

持続的にフリー・キャッシュフローを増大させることが期待される企業を指します。

◆当ファンドで選ばれる企業の特徴

＊投下資本利益率とは、企業が事業活動のために投じた資金から、どれくらいの利益を生み出したかを示す指標です。

高いブランド力

簡単に真似できないブランド
力や、替えのきかないネット
ワークを確立した企業には
価格決定力があるため、景気
や市場環境に左右されにく
く、着実に利益を増加させる
ことができると考えます。

粗利益率や投下資本利益率＊

などが継続的に高い企業であ
れば、持続的に利益を増やす
ことができ、長期的な株価の
上昇につながると考えます。

潤沢なフリー・キャッシュフロー
（企業が自由に使用できる資金）
を有効に活用することができる企
業であれば、企業価値の中長期的
な成長に結びつけることができる
と考えます。

高い利益率 潤沢なフリー・キャッシュフロー

1、高いクオリティ特性
持続的かつ安定的な成長が可能な企業は多くありません。これらの企業は特定の分野(セクター)に集中
して見られます。グローバル・フランチャイズ運用戦略*（以下、グローバル・フランチャイズ）は
高クオリティなプレミアム企業への集中投資の結果、投下資本利益率や売上高粗利益率が先進国株式と
比較して高くなっています。

（ご参考）グローバル・フランチャイズにおける高いクオリティ特性

出所：モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントのデータを基に三菱UFJ国際投信作成 時点：2022年1月末時点
・それぞれ金融セクターを除く直近値。計算方法：グローバル・フランチャイズ、先進国株式ともに、（分子となる数値を加重した上で合計）／（分母とな
る数値を加重した上で合計）。・投下資本利益率＝EBITA／（有形固定資産＋運転資金）、金融セクターを除く。EBITAは税引き前・利払い前・無形資産減価
償却前の利益。投下資本利益率の計算方法は、モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントの運用チームが企業の営業の継続のために必要な資
本に対する利益率を重視し、ROOCE (Return on Operating Capital Employed)を用いて計算しており、一般的な計算方法とは異なります。そのため、一般
的な計算方法で計算された投下資本利益率とは結果が異なる場合があります。・先進国株式は、市況データの参考として記載しています。MSCI ワールド イ
ンデックスを使用しています。MSCI ワールド インデックスは、グローバル・フランチャイズおよび当ファンドのベンチマークではありません。指数につい
ては、「本資料で使用している指数について」をご覧ください。

下記は、グローバル・フランチャイズの代表口座のポートフォリオです。したがって、当ファンドのポートフォリオの状況ではありません。
また、当ファンドの将来の運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。

4「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。

 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。

＊「モルガン・スタンレーグローバル・プレミアム株式オープンマザーファンド（以下、マザーファンド）」の運用指図権限の委託先であるモルガン・スタンレー・インベストメ
ント・マネジメント・リミテッドによって運用されているファンドの運用戦略のことであり、当ファンドが投資するマザーファンドと同様の運用プロセスを用いておりますが、
当ファンドの運用実績とは異なります。
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2、安定的な利益成長

2022年1月末時点の当ファンドのポートフォリオ構成企業（プレミアム企業）と先進国株式の予想EPS

出所：Datastreamのデータを基に三菱UFJ国際投信作成 期間：2012年2月～2022年1月、月次
・先進国株式はMSCI ワールド インデックスを使用しています。なお同指数は、当ファンドのベンチマークではありません。ポートフォリオ構成企業は
2022年1月末時点の当ファンド組入銘柄のデータが取得可能な12ヵ月先予想EPS成長率を月次で単純平均して算出。指数については、「本資料で使用し
ている指数について」をご覧ください。・計測期間が異なる場合は、結果も異なる点にご注意ください。

当ファンドは、高いブランド力、有力な特許、強固な販売網など競争優位の無形資産を裏付けに、持続
的にフリー・キャッシュフローを増大させることが期待されるプレミアム企業に集中投資を行います。
過去においてプレミアム企業の利益は、景気動向に左右されにくいことから、市場全体より安定的に増
幅し続けてきました。

3、インフレ局面での相対的な優位性
過去のインフレ水準別のパフォーマンスを見ると、グローバル・フランチャイズのパフォーマンスは、
組入企業の価格決定力等を背景にインフレ時においても比較的堅調なパフォーマンスとなりました。

（ご参考）グローバル・フランチャイズと各ファクター指数の
インフレ水準別超過リターン

5

開始月=100として指数化

Ⅲ プレミアム企業という選択肢

出所：モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント、Datastreamのデータを基に三菱UFJ国際投信作成
期間：1996年3月～2022年1月、月次
・ 超過リターンはいずれも対先進国株式（月次） ・先進国株式はMSCI ワールド インデックス、バリュー株式はMSCI ワールド バリューインデックス、グ
ロース株式はMSCI ワールド グロースインデックス、クオリティ株式はMSCI ワールド クオリティインデックス（いずれも税引き後配当込み米ドルベース）を
使用しています。なお同指数はいずれも、当運用戦略および当ファンドのベンチマークではありません。インフレ率は米国消費者物価指数（総合）の前年同
月比を使用。指数については、「本資料で使用している指数について」をご覧ください。

＋7.5%

米国 消費者物価指数（CPI、前年同月比）

下記のグローバル・フランチャイズのパフォーマンスは、当ファンドの運用実績とは異なります。また、当ファンドの将来の運用状況・成果を示唆・保証
するものではありません。グローバル・フランチャイズに関する留意事項は次頁をご覧ください。

 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。
また、為替・税金・手数料等を考慮しておりません。

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。
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（ご参考）グローバル・フランチャイズのパフォーマンス

（ご参考）グローバル・フランチャイズのパフォーマンス推移（上段）と年次リターン（下段）

当ファンドと同様の運用プロセスを用いている「モルガン・スタンレー・グローバル・フランチャイ
ズ・コンポジット(以下、グローバル・フランチャイズ)」のパフォーマンスは、1996年3月の運用開始
来、25年超で約30倍に達するなど、長期で良好な実績を残してきました。

上記および前頁下段グラフは、モルガン・スタンレー・グローバル・フランチャイズ・コンポジット*（以下、グローバル・フラン
チャイズ）のパフォーマンスを表しています。グローバル・フランチャイズは、当ファンドのマザーファンドの運用指図権限の委託
先であるモルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・リミテッドによって運用され、当ファンドが投資するマザー
ファンドと同様の運用プロセスを用いておりますが、当ファンドの運用実績とは異なります。また、当ファンドの将来の運用状況・
成果を示唆・保証するものではありません。グローバル・フランチャイズは、運用報酬控除前、米ドルベース、配当および収益再投
資のパフォーマンスを表しています。グローバル・フランチャイズの運用開始日は1996年3月31日。＊コンポジットとは、運用のパ
フォーマンス測定のため、類似の投資目的、投資戦略に基づき運用される複数のファンドをまとめたものをいいます。グローバル・
フランチャイズのデータの算出基準は、2021年4月時点から変更されています。そのため一部過去データが変更されています。

リスク(年率) リターン(年率)

グローバル・
フランチャイズ 12.7% 14.0%

先進国株式 15.3% 8.3%

下表の赤枠は、グローバル・フランチャイズがマイナスリターンとなった年。

6

開始月=100として指数化

2,951

632

（期間：1996年３月末～2022年1月末、月次）

*2022年は1月のリターンを掲載。

 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。
また、為替・税金・手数料等を考慮しておりません。

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。

1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
①当運用戦略 13% 26% 16% 25% 30% 2% 9% 29% 15%
②先進国株式 9% 16% 24% 25% -13% -17% -20% 33% 15%
差（①-②） 4% 10% -8% 0% 43% 19% 29% -4% 0%

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
①当運用戦略 13% 23% 11% -29% 32% 15% 10% 15% 21%
②先進国株式 9% 20% 9% -41% 30% 12% -6% 16% 27%
差（①-②） 4% 3% 2% 12% 2% 3% 16% -0% -6%

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
①当運用戦略 6% 7% 6% 27% -1% 31% 14% 23% -6%
②先進国株式 5% -1% 8% 22% -9% 28% 16% 22% -5%
差（①-②） 1% 8% -1% 5% 8% 3% -2% 1% -1%

出所：モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントのデータを基に三菱UFJ国際投信作成
・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。先進国株式は、MSCI ワールド インデックス（税引き後配当込み米ドルベース）を使用しています。
・MSCI ワールド インデックス（税引き後配当込み米ドルベース）は、グローバル・フランチャイズおよび当ファンドのベンチマークではありません。
・計測期間が異なる場合は、結果も異なる点にご注意ください。・パフォーマンス推移におけるリターンは月次騰落率の平均を年率換算（月次騰落率の平均
×12）したものであり、リスクは月次騰落率の標準偏差を年率換算したものです。指数については、「本資料で使用している指数について」をご覧ください。

*1996年は3～12月のリターンを掲載。
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・パフォーマンスは、基準価額（分配金再投資）を使用しています。基準価額（分配金再投資）は、1万口当たりであり、運用管理費用（信託報酬）控除後の
値です。信託報酬率は、後記の「ファンドの費用」に記載しています。・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算して
います。・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。

 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。
また、税金・手数料等を考慮しておりません。

設定来のパフォーマンスの推移
（期間：2012年2月17日（設定日）～2022年2月24日、日次）

当ファンドの運用状況

7

設定来のパフォーマンスの推移

2018年2月 2019年2月 2020年2月 2021年2月 2022年2月 設定来累計

為替ヘッジあり 300円 400円 400円 400円 400円 3,500円

為替ヘッジなし 400円 500円 600円 500円 500円 4,800円

直近5期分配金実績 （1万口当たり、税引前）

2021年10月 2021年11月 2021年12月 2022年1月 2022年2月 設定来累計

為替ヘッジあり
（予想分配金提示型） 100円 100円 100円 100円 50円 990円

為替ヘッジなし
（予想分配金提示型） 150円 150円 150円 100円 100円 1,340円

直近5期分配金実績 （1万口当たり、税引前）

（期間：2020年10月21日（設定日）～2022年2月24日、日次）

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。
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 上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。

当ファンドの運用状況（2022年1月末時点）

組入国・地域

組入業種

組入上位10銘柄

・当ファンドの国・地域はモルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・リミテッドが定義した区分に基づいています。
・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。 ・業種は、GICS（世界産業分類基準）で分類しています。
・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。

（組入銘柄数：31銘柄）

比率

国･地域 為替ヘッジあり 為替ヘッジなし （為替ヘッジあり）
予想分配金提示型

（為替ヘッジなし）
予想分配金提示型

1 アメリカ 73.3% 74.7% 73.3% 73.8%
2 イギリス 9.7% 9.9% 9.7% 9.7%
3 フランス 5.3% 5.4% 5.3% 5.3%
4 ドイツ 4.2% 4.3% 4.2% 4.3%
5 オランダ 2.0% 2.0% 2.0% 2.0%
6 イタリア 0.4% 0.4% 0.4% 0.4%

比率

業種 為替ヘッジあり 為替ヘッジなし （為替ヘッジあり）
予想分配金提示型

（為替ヘッジなし）
予想分配金提示型

1 情報技術 30.0% 30.5% 29.9% 30.2%
2 生活必需品 28.3% 28.9% 28.3% 28.5%
3 ヘルスケア 22.6% 23.0% 22.6% 22.7%
4 資本財･サービス 6.4% 6.5% 6.4% 6.4%
5 金融 4.9% 5.0% 4.9% 4.9%
6 一般消費財･サービス 2.8% 2.8% 2.8% 2.8%

比率

銘柄 国･地域 業種 為替ヘッジあり 為替ヘッジなし （為替ヘッジあり）
予想分配金提示型

（為替ヘッジなし）
予想分配金提示型

1 マイクロソフト アメリカ 情報技術 8.8% 9.0% 8.8% 8.9%
2 フィリップ･モリス･インターナショナル アメリカ 生活必需品 8.6% 8.7% 8.6% 8.6%
3 レキットベンキーザー･グループ イギリス 生活必需品 6.3% 6.4% 6.3% 6.3%
4 ビザ アメリカ 情報技術 5.6% 5.7% 5.6% 5.7%
5 プロクター・アンド・ギャンブル アメリカ 生活必需品 4.6% 4.7% 4.6% 4.6%
6 アクセンチュア アメリカ 情報技術 4.5% 4.6% 4.5% 4.6%

7 サーモ・フィッシャー・サイエンティ
フィック アメリカ ヘルスケア 4.4% 4.5% 4.4% 4.4%

8 アボットラボラトリーズ アメリカ ヘルスケア 4.3% 4.4% 4.3% 4.4%
9 バクスターインターナショナル アメリカ ヘルスケア 4.3% 4.4% 4.3% 4.3%
10 SAP ドイツ 情報技術 4.2% 4.3% 4.2% 4.3%

組入 国・地域

組入 業種

組入上位10銘柄（組入銘柄数：33銘柄）
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【本資料で使用している指数について】
＊クオリティ株式：低債務、安定的利益成長等の特徴を持つ指標面で総合的に質の高い（クオリティ）株式。グロース株式：将来の利益や株主資本の成長性が
高いと判断される成長（グロース）株。バリュー株式：企業の利益・資産などの企業価値（バリュー）からみて、株価が割安と考えられる割安株。
●本資料中の指数等の知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許諾者に帰属します。また、発行者および許諾者が指数等の正確性、完全性を保証す
るものではありません。各指数等に関する免責事項等については、委託会社のホームページ
（https://www.am.mufg.jp/other/disclaimer.html）を合わせてご確認ください。
●GICS（世界産業分類基準） ： Global Industry Classification Standard (“GICS”)は、MSCI Inc.とS&P(Standard & Poor’s）が開発した業種分類です。
GICSに関する知的財産所有権はMSCI Inc.およびS&Pに帰属します。

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。
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9「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。
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投資リスク

収益分配金に関する留意事項

10「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。
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お申し込みメモ

ファンドの費用

11

【本資料のご利用にあたっての注意事項】
●本資料は、三菱UFJ国際投信が作成した販売用資料です。投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内
容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。●本資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。●本資料は信頼できる
と判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。●投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保
険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の補償の対象ではありませ
ん。●投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。



Fund Report ／ファンドレポート

投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は下記の販売会社まで

販売会社一覧（2022年2月24日時点）

12

商号
日本証券業

協会

一般社団法人

日本

投資顧問業

協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種

金融商品

取引業協会

アイザワ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3283号 ○ ○

株式会社愛知銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第12号 ○

株式会社あおぞら銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第8号 ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

株式会社イオン銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第633号 ○

いちよし証券株式会社（IFA専用） 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第24号 ○ ○

エース証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第6号 ○

ａｕカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

岡崎信用金庫（為替ヘッジなしのみ取扱） 登録金融機関 東海財務局長（登金）第30号 ○

岡三証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

株式会社熊本銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第6号 ○

ぐんぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2938号 ○

株式会社京葉銀行（為替ヘッジなしのみ取扱） 登録金融機関 関東財務局長（登金）第56号 ○

七十七証券株式会社 金融商品取引業者 東北財務局長（金商）第37号 ○

株式会社十八親和銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第3号 ○

株式会社十六銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第7号 ○ ○

新大垣証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第11号 ○

株式会社新生銀行（委託金融商品取引業者　マネック

ス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

ソニー銀行株式会社（為替ヘッジなしのみ取扱） 登録金融機関 関東財務局長（登金）第578号 ○ ○ ○

第四北越証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号 ○

株式会社中京銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第17号 ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第6号 ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○

東洋証券株式会社（IFA専用） 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第121号 ○ ○

南都まほろば証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第25号 ○

西日本シティＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 ○ ○ ○ ○

ＰＷＭ日本証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第50号 ○ ○

株式会社百五銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第10号 ○ ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第134号 ○

株式会社百十四銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第5号 ○ ○

広島信用金庫 登録金融機関 中国財務局長（登金）第44号 ○

フィデリティ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第152号 ○ ○

株式会社福井銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第2号 ○ ○

株式会社福岡銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第7号 ○ ○

ＰａｙＰａｙ銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

株式会社北洋銀行 登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社北洋銀行（委託金融商品取引業者　北洋証券

株式会社）

登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号 ○ ○

北洋証券株式会社 金融商品取引業者 北海道財務局長（金商）第1号 ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

丸八証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第20号 ○

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

株式会社三菱ＵＦＪ銀行（委託金融商品取引業者　三菱

ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第33号 ○ ○ ○

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○

株式会社武蔵野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第38号 ○

株式会社横浜銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第36号 ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

登録番号等

商号
日本証券業

協会

一般社団法人

日本

投資顧問業

協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種

金融商品

取引業協会

アイザワ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3283号 ○ ○

いちよし証券株式会社（IFA専用） 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第24号 ○ ○

新大垣証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第11号 ○

南都まほろば証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第25号 ○

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

株式会社三菱ＵＦＪ銀行（委託金融商品取引業者　三菱

ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○

株式会社武蔵野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第38号 ○

登録番号等

ファンド名称：モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン
（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

ファンド名称：モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン
（為替ヘッジあり）予想分配金提示型／（為替ヘッジなし）予想分配金提示型

※今後、上記の販売会社については変更となる場合があります。

「本資料のご利用にあたっての注意事項」をご覧ください。
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